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　新入生 170 名を対象として， 新入生オリエンテーションに関する評価尺度 14 項目につい
て確認的因子分析を行った結果， 本モデルの適合度は，GFI = .916，AGFI = .876，CFI = .952，





































































































































































































































分析対象：本調査では，2015 年度および 2016 年
度に実施された新入生アンケートに関して分析を
行う。具体的には，2015 年度（88 名），2016 年度
（89 名）の回答のうち，回答の不備等の理由によ




















項目を作成した。全 15 項目に関して，「1. あては




























行った（図 1）。本モデルの適合度は，GFI = .916，

































平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
項目1：大学構内の全体が把握できた 2.91 （0.69） 2.95 （0.82）
項目2：大学内の施設について知ることができた 3.07 （0.56） 3.09 （0.63）
項目3：先輩の話で，大学生活の様子をだいたい知ることができた 2.95 （0.74） 3.01 （0.76）
項目4：同級生に気軽に声をかけることができるようになった 2.95 （0.84） 2.79 （0.80）
項目5：先輩と直接話すことができた※ 2.19 （1.13） 2.12 （1.20）
項目6：教職員に親しみを感じることができた 3.19 （0.66） 3.12 （0.78）
項目7：同級生とも上手くやっていけそうだ 3.27 （0.71） 3.12 （0.66）
項目8：先輩の話の時間はちょうどよかった 3.35 （0.64） 3.65 （0.62）
項目9：オリエンテーション全体の時間はちょうどよかった 3.17 （0.63） 3.28 （0.77）
項目10：学内レクリエーションの時間はちょうどよかった 3.15 （0.67） 3.34 （0.67）
項目11：専攻教職員紹介の時間はちょうどよかった 3.32 （0.65） 3.40 （0.77）
項目12：新入生オリエンテーションに満足している 3.38 （0.55） 3.39 （0.68）
項目13：大妻女子大学の学生になったことを実感した 3.36 （0.63） 3.56 （0.59）
項目14：心理学を学ぶ意欲が高まった 3.51 （0.55） 3.52 （0.65）


























関して，2015 年度よりも 2016 年度の方が有意傾
向ではあるが得点が高かった（t（168）= 1.78, p < 
.10）。それ以外の 3 つの下位尺度得点についても，
ほとんどが 4 件法（1 ～ 4）のうち，3 以上であり，
中でも，「心理学への関心と大学への帰属意識の











※GFI = .916， AGFI = .876， CFI = .952， RMSEA = .059
項目1 項目2 項目3 項目4 項目6 項目7




















平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
大学内の施設，大学生活の把握 2.98 （0.51） 3.02 （0.58） 0.46 n.s.
教職員や在学生とのつながり形成 3.14 （0.61） 3.01 （0.60） 1.38 n.s.
プログラムの適切な時間配分 3.27 （0.46） 3.41 （0.55） 1.78 p <.10






















生とのつながり形成（t（157）= 2.50, p < .05）」「プ
ロ グ ラ ム の 適 切 な 時 間 配 分（t（157）= 1.69, p < 
.10）」「心理学への関心と大学への帰属意識の醸成







平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
大学内の施設，大学生活の把握 2.95 （0.54） 3.18 （0.80） 3.00 （0.45） 3.12 （0.50）
教職員や在学生とのつながり形成 2.97 （0.66） 3.37 （0.58） 3.15 （0.46） 3.33 （0.52）
プログラムの適切な時間配分 3.27 （0.51） 3.52 （0.42） 3.37 （0.53） 3.56 （0.45）
心理学への関心と大学への帰属意識の醸成 3.36 （0.51） 3.75 （0.34） 3.52 （0.49） 3.55 （0.48）
1.28 n.s.
寮（n=17 一人暮らし（n=45 その他（n=11）自宅（n=97） ） ） F値 有意確率
 
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
大学内の施設，大学生活の把握 2.95 （0.54） 3.05 （0.57） 1.12 n.s.
教職員や在学生とのつながり形成 2.97 （0.66） 3.21 （0.50） 2.50 p<.05
プログラムの適切な時間配分 3.27 （0.51） 3.41 （0.50） 1.69 p<.10
心理学への関心と大学への帰属意識の醸成 3.36 （0.51） 3.58 （0.46） 2.80 p<.01
自宅（n=97 寮，一人暮らし（n=62）） t値 有意確率
174









た回答は，2015 年度の良かった点の記述 68 件と
改善点の記述 30 件，2016 年度の良かった点の記























































　一方，改善点については，2016 年度が第 1 象限，
2015 年度が第 4 象限に布置され，改善点は年度に
よって内容が異なった。2015 年度の改善点は「新
入生」「アドバイス」「内容」に関するものと，「授
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